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日
本
民
法
典
論
争
の
結
合
・
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て

J-， 
u 

の
移
行
の
端
初
と
し
て
の
枇
合
経
済
的
意
義
を
も
ち
、
そ
れ
以
後
の
日
本
資
本
主
義
護
展
の
途
上
に
た
い
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
典
と
し
て

編
纂
せ
ら
れ
る
と
と
と
な
り
た
、
民
法
の
性
格
を
決
定
す
る
劃
期
的
意
義
を
、
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
日
本
民
法
典
を
全

一
世
曾
樺
誼
的
に
把
え
、
そ
れ
を
刑
罰
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
先
・
ポ
ノ
、
と
の
日
本
民
法
川
県
論
争
が
何
故
に
生
起
し
た
の
で
あ
る
か
、
き
た
「

そ
れ
が
如
何
な
る
社
舎
襲
撃
も
ッ
ヤ
い
る

王
民
法
典
論
争
史
の
研
究
に
つ
い
ザ
L

は

l
例
え
ば
、
岩
間
新

碓
定
し
て
置
か
↓
広
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
で
あ
る
っ
と
れ
ま
で
の
諸
家
の
民
法
史
乃

日
本
民
法
史
〔
同
文
館
・
一
九
一
一
八
年
九
月
可
星
野
通

民
法
典
帯
手
史

〔
日
ぶ
評
論
社
・
一
九
四
四
年
六
月
刊

訟
窓
夜
話
門
有
斐
閣
・
一
九
二

o
h
m
-
m
2
H

醤
民
法
縞
纂
過
程
L
L
一
日
山
氏
法
治
(
ゆ
川
善
之
助

私
法
史
、
門
市
部
伐
日
本
中
川
〈
明
白
九

ヨL
1'-/;"占
/巴~

東
洋
経
済
新
報
社
・
一
九
間
三
年
五
月
円
小
早
川
政
吾

15fr 
吹

山
口
害
賠
・
一
九
四
三
年
一
一
一
1
1

々
で
あ
る
。

そ
し
て
、

わ
や
か
に
平
野
義
太
郎

る
論
争
に
づ
い
て
〔
緩
明
百
漆
制
え

日
本
安
A
U
主
義
の
機
構
と
法
律
門
境
警
書
房

一
九
間
六
年
四
万
〕
、

る
の
他
の
論
文
が
と
の

ふ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
担
'
解
を
日
本
資
本
主
義
費
展
一
の
過
程
と
か
ら

み
あ
ハ
J

て
、
そ
れ
が
生
起
し
、
経
済
的
土
蓋
と
照
癒
す
る
法
制
度
確
立
へ
の
、
歴
史
的
意
義
を
有
し
て
い
る
と
い
う
、
腕
角
か
ら
把
え
る

と
と
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
と
の
小
稿
で
は
、
そ
う
し
た
企
圏
の
も
と
に
日
本
民
法
典
論
争
を
採
り
上
げ
る
と
と
を
、
と
と

ろ
み
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

日
本
民
法
典
論
争
が
一
八
八
九
年
(
明
治
二
二
年
)
王
月
、
法
拳
士
舎
の
「
誌
典
編
纂
〕
一
関
ス
ル
法
関
学
士
曾
ノ
意
見
」
が
鷲
表
せ
ら
れ
、

日
本
民
法
一
典
論
争
の
幕
ポ
切
一
り
容
を
れ
る
ま
で
わ
、
日
本
民
法
典
編
纂
の
浩
平
に
づ
い
て
む
紐
解
除
、
日
本
民
法
典
論
争
そ
の
も
の
の
研

究
の
助
け
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
民
法
典
の
編
纂
に
つ
い
て
の
間
車
な
素
描
か
ら
稿
を
起
す
と
と
と
し
た
い
。
と
む
黙
に
づ
い
て

は
、
前
拐
の
諸
著
を
讃
ん
で
い
た
究
き
た
い
。



一一、

日
本
民
法
典
編
纂
の
推
移

近
代
市
民
社
舎
で
の
基
礎
法
と
し
で
の
民
法
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
歴
史
的
設
展
の
具
躍
的
結
果
と
し
て
成
立
し
、
そ
れ
と
共

に
成
長
し
、
費
蓮
し
た
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
た
が
う
て
、
わ
れ
わ
れ
が
民
法
を
近
代
市
民
法
と
し
て
担
え
る
な
ら
ば
、
民
法
と
そ
紅

代
市
民
社
舎
で
の
、
査
本
主
義
的
経
済
構
遣
と
い
う
特
質
を
有
す
る
杜
舎
で
の
、
市
民
的
生
活
関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資

本
主
義
一
世
舎
に
先
行
す
る
封
建
制
世
舎
・
奴
隷
制
一
世
舎
に
は
、
近
代
市
民
法
と
し
て
の
民
訟
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
民
法
の
生
成
す
る
基
盤
と
し
て
の
査
本
主
義
的
生
産
様
式
が
確
立
す
る
に
至
る
以
前
の
わ
が
園
は
ど
の
様
で
あ
の
J

た
か
。
そ

れ
は
ア
ジ
ア
的
封
建
的
農
奴
制
を
芸
礎
と
し
て
ρ

封
建
的
生
涯
一
様
式
が
支
配
的
な
も
の
と
し
て
、
徳
川
末
期
き
で
存
領
し
て
い
た
。
だ
か

ら
、
わ
が
置
で
は
、
ヨ

I
ロ
ヲ
バ
先
準
資
本
主
義
諸
園
に
た
け
る
よ
う
に
、
封
建
制
の
胎
内
か
ら
高
度
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
よ
る

資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
自
然
生
長
的
に
は
設
展
す
る
と
と
が
で
き
た
か
の
J

た
の
で
あ
が
。
し
か
し
な
が
ら
、
徳
川
封
建
制
に
は
、
弐
む

_.o"" 

如
き
諸
矛
盾
が
胎
生
し
の
J

A

J

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
の
封
建
的
所
有
関
係
は
、
生
産
手
段
と
し
て
の
土
地
の
領
有
を
通
じ
て
、
封
建

的
支
配
者
に
艶
し
て
全
剰
飴
生
産
物
を
汲
み
取
る
樺
利
を
法
的
に
保
障
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
遁
じ
て
剰
飴
生
産
物
が
商
品
市
場
の
損

大
ル
刊
に
伴
い
、
流
通
関
係
に
置
か
れ
る
と
と
と
な
れ
J

た
た
め
、
農
民
に
艶
す
る
封
建
的
支
配
者
の
剰
飴
生
産
物
の
強
度
の
牧
奪
を
ま
す
ま

す
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
農
民
に
針
す
る
封
建
的
支
配
者
の
塵
迫
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
農
民
と
封
建

的
支
配
者
と
の
針
立
を
激
佑
す
る
と
と
と
な
づ
た
。
そ
し
て
、
商
品
市
場
の
開
拓
は
手
エ
業
の
特
標
的
組
合
制
度
を
遁
じ
て
次
第
・
に
成
長

し
つ
つ
あ
っ
た
商
業
資
本
治
よ
び
高
利
貸
資
本
に
よ
る
新
ら
し
い
生
産
力
は
封
建
的
経
済
構
造
と
衝
突
す
る
と
と
と
た
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
高
利
貸
資
本
と
商
業
資
本
が
産
業
資
本
に
特
化
し
、
持
働
力
の
直
接
の
購
買
者
と
な
り
得
る
が
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
生
産

日
本
民
法
典
論
争
の
世
帯
冒
・
経
済
的
基
礎
に
ワ
い
て

七



日
本
民
法
典
論
争
の
祉
合
・
経
済
的
建
従
に
一
り
い
て

七
回

カ
の
護
民
と
封
建
的
生
産
関
係
の
桂
棺
を
克
服
す
る
と
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
ろ
し
て
、
商
業
資
本
左
高
利
貸
資
本
と
封
建
的

支
配
者
と
の
艶
立
が
生
じ
た
。
そ
し
て
更
に
、
商
品
市
場
の
揖
大
強
化
は
封
建
的
支
配
階
級
の
内
部
に
た
け
る
敵
軒
的
関
係
を
激
化
せ
し

め
る
と
と
と
な
っ
た
。
と
れ
ら
の
封
建
世
舎
の
激
化
し
つ
つ
あ
る
内
的
敵
野
性
は
、
や
が
て
封
建
的
家
臣
関
で
あ
る
下
級
士
族
を
し
て
、

費
挟
沿
よ
び
薩
・
長
・
土
・
肥
等
の
雄
藩
か
ら
な
り
立
つ
王
朝
的
勢
力
の
支
住
た
ら
し
め
、
そ
れ
に
商
業
費
本
た
よ
び
高
利
貸
費
木
、
更

に
は
農
民
を
結
集
す
る
三
と
に
上
官
て
、
幕
府
ー
と
艶
抗
す
る
と
と
と
な
の
J

た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
封
建
世
舎
の
内
的
矛
眉
の
敵
艶
性
は

そ
の
極
度
に
還
し
づ
っ
わ
っ
た
の
で
あ

V
o
と
ろ
し
た
圏
内
の
封
建
的
生
産
様
式
に
基
ゃ
く
封
建
的
諸
関
係
に
生
じ
た
矛
盾
の
激
佑
に
加

う
る
に
寸
園
際
的
に
は
先
進
資
本
主
義
が
そ
の
商
品
市
場
の
開
拓
の
た
め
ブ
ジ
ア
諸
国
へ
の
準
出
を
間
際
的
た
規
模
で
な
し
つ
つ
あ
づ
た

時
代
で
あ
っ
た
が
た
め
、
わ
が
閣
が
闘
際
資
本
の
植
民
地
み
な
る
か
、
濁
立
の
資
本
主
義
問
家
主
し
℃
の
地
位
ぞ
獲
得
す
る
か
の
い
づ
れ

か
を
え
ら
ば
な
け
れ
ば
走
ら
止
な
か
っ
た
。
と
の
国
際
的
保
件
と
、
先
の
園
内
的
保
件
と
の
か
ら
み
あ
い
に
あ
っ
て
、
明
治
維
新
の
饗
草
は

導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
う
じ
て
、
と
の
麗
史
的
諾
傑
件
の
上
に
明
治
維
新
を
迎
え
る
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
E
明
治

維
新
は
、
そ
の
一
粧
品
目
的
内
容
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
枇
舎
を
封
建
一
世
舎
か
ら
資
本
主
義
社
舎
へ
と
、
蒋
化
す
る
一
時
期
を
劃
し

た
も
の
と
し
て
抱
え
る
と
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
明
治
維
新
が
、
封
建
酌
生
産
設
式
か
ら
安
本
主
義
的
生
産
控
悼
式
。
轄
拐
の
時
期

を
到
し
た
と
い
う
と
と
か
ら
し
て
、
直
ち
に
、
明
治
惟
新
を
典
型
的
な
も
の
と
し
て
の
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ
る
左
じ
て
把
え
る
と
と

は
、
多
く
の
誤
謬
を
た
か
す
と
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

明
治
維
新
に
よ
づ
て
樹
立
せ
ら
れ
た
明
治
政
府
は
)
先
遣
資
本
主
義
諸
圏
に
艶
し
て
の
後
遺
性
な
と
り
も
ど
し
、
資
本
主
義
固
と
し
て

の
濁
自
的
存
在
を
獲
得
す
る
還
を
え
ら
ん
充
。
だ
か
ら
、
そ
の
た
め
の
諸
政
策
を
上
か
ら
の
政
策
と
し
て
、
強
行
的
に
謹
選
し
た
の
で
あ

る
行
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
政
策
に
よ
っ
て
華
か
れ
る
と
と
と
な
づ
た
資
本
の
本
源
的
蓄
積
の
遁
程
を
経
て
、
実
第
に
叫
開
立
し
て
行
く
産



業
資
本
主
義
に
照
臨
す
る
法
制
度
と
し
て
の
、
法
形
式
を
備
え
て
い
る
民
法
典
む
制
定
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
明
治
維
新

日
本
民
活
編
纂
の
企
圏
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
枇
舎
の
経
済
的
土
蓋
に
照
臆
す
る
、
上
部
構

の
後
、
直
ち
に
明
治
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、

主
と
し
て
の
法
制
度
そ
の
も
の
の
、
前
纂
と
じ
て
で
は
友
く
、
明
治
政
府
の
遂
行
ぜ
ん
と
す
る
、
上
か
ら
の
諸
政
策
の
法
律
的
外
被
と
し

て
心
役
割
を
民
法
典
に
も
た
せ
よ
う
と
す
る
企
圏
、
治
よ
び
歴
史
的
意
義
を
持
っ
て
い
る
べ
と
れ
ば
日
本
資
本
主
義
護
展
の
特
殊
的
な
性

格
か
ら
静
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
民
法
典
論
争
を
持
起
す
、
位
め
て
重
要
友
原
因
を
な
し
て
い
る
の
T
あ
ろ
。

さ
て
、
日
本
民
法
典
編
纂
は
一
八
七

O
年
(
明
治
一
一
一
年
ス
江
藤
新
卒
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
太
政
官
に
制
度
局
が
開
設
せ
ら

れ
、
各
種
の
法
律
制
度
が
詞
究
審
議
せ
ら
れ
る
と
と
と
た
っ
た
。
そ
し
て
明
治
三
年
八
月
箕
作
麟
昨
が
制
度
局
御
用
掛
粂
勘
を
命
ぜ
ら
れ

る
や
、
可
念
的
に
フ
ラ
シ
ス
民
法
の
和
課
を
な
さ
せ
、
そ
れ
を
原
案
と
し
て
日
木
民
法
典
の
編
成
を
江
藤
は
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
刀

そ
白
た
b
制
度
局
内
に
、
民
法
編
纂
舎
な
る
も
の
が
設
け
ら
れ
た
。
民
法
編
纂
合
誌
に
会
加
し
た
人
の
顔
ぶ
れ
は
明
確
に
し
得
な
い
が
、

制
度
局
事
務
に
関
山
県
し
て
い
た
、
津
田
異
道
・
神
田
芳
卒
・
加
藤
弘
之
・
森
有
瞳
・
稿
島
種
臣
・
踊
羽
生
へ
静
注
E
が
関
係
を
も
っ
て
い
た

と
推
測
サ
ら
れ
得
る
つ
と
の
フ
ラ
シ
ス
民
法
に
よ
る
日
本
民
法
の
編
纂
と
い
う
念
準
的
な
態
度
ζ

そ
、
明
治
維
新
を
可
能
な
ら
し
め
た
階

般
の
普
遍
的
思
惟
で
あ
れ
J

売
っ
こ
の
と
と
に
よ
っ
て
も
、
少
く
と
も
明
治
維
新
営
時
の
合
建
的
階
絞
貯
と
し
て
の
下
扱
士
族
は
、
ブ
ル
ジ

ョ
ア
革
命
へ
の
情
熱
を
有
し
て
い
た
と
と
が
う
か
が
わ
れ
得
る
。
し
か
し
、
明
治
維
新
直
後
数
年
間
の
制
度
の
新
設
・
控
改
を
通
じ
て
、

弐
需
に
結
艶
主
義
を
確
立
し
の
J

つ
あ
る
明
治
政
府
の
も
と
に
、
そ
れ
ら
の
会
設
的
階
居
で
あ
る
下
組
士
族
は
、
や
が
て
明
治
絶
艶
主
義
の

支
柱
で
あ
る
官
僚
を
形
成
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
一
年
(
明
治
問
き
七
月
太
政
官
制
が
改
正
せ
ら
れ
、
正
院
・
左
院
・
右
院
の
ご
一
院
が
置
か
れ
る
と
、
左
院
が
立
法
的
諸
事
業
を

管
掌
す
る
と
と
と
な
り
た
。
江
藤
は
、
そ
の
副
議
長
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
制
度
局
の
事
業
は
そ
の
ま
ま
左
院
へ
移
づ
た
た
め
、
民
法
の
縞

日
本
現
法
典
論
争
の
社
合
同
・
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て

七
五



日
本
泳
法
典
論
争
の
社
舎
・
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て

七
六

纂
舎
も
江
藤
の
下
に
糟
績
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
等
の
成
果
の
生
じ
な
h
中
に
明
治
五
年
四
月
に
は
、
江
藤
が
前
年
設
置
せ
ら
れ

た
司
法
省
の
郷
に
迎
え
ら
れ
た
た
め
、
江
藤
は
司
法
省
中
に
民
法
編
纂
舎
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
時
期
で
の
江
藤
の
編
纂
方
針
は
、

フ
一
フ
シ
ス
民
法
に
基
歩
い
て
臼
本
民
法
典
の
編
纂
と
い
う
と
と
で
あ
り
、
と
の
と
と
は
箕
作
麟
群
に
艶
し
て
「
誤
韓
も
妨
げ
十
唯
速
課
せ

よ
」
と
な
し
た
と
と
で
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
箕
作
は
法
墜
に
艶
す
る
特
別
の
素
養
を
も
た
も
仏
か
っ
た
た
め
、
法
典
の
誇
出
に
困
難

を
畳
え
た
。
そ
の
た
め
ブ
ラ
シ
ス
法
研
究
の
目
的
で
フ
ラ
シ
ス
へ
の
外
遊
を
政
府
に
乞
う
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
箕
作
に
代
る
べ

き
霊
碑
者
の
い
な
い
と
と
を
理
由
と
し
て
許
さ
及
、
か
完
。
そ
の
艶
策
と
し
て
、
フ
ラ
シ
ス
か
ら
ブ
ス
ケ
(
切

0
5
2〉
を
苦
悶
し
と
れ

を
顧
問
と
た
し
た
の
で
あ
る
。
か
し
し
て
、
江
藤
の
下
に
明
治
六
年
「
身
分
謹
書
」
と
題
す
る
案
文
が
印
刷
に
附
せ
ら
れ
る
に
至
う
た
の

一
八
七
四
年
(
明
治
六
年
二
月
司
法
省
・
大
蔵
省
間
に
確
執
が
生
じ
、
江
藤
は
参
議
へ
韓
出
す
る
と
と
今
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同

で
あ
る
。

年一一

O
月
大
木
喬
任
が
司
法
卿
を
品
就
任
す
る
と
と
と
な
れ
J

た
の
で
あ
る
。
と
れ
よ
り
先
、
明
治
政
府
は
駐
僻
大
使
を
遁
じ
、
法
轟
暗
殺
育
治

よ
び
法
典
編
纂
に
嘗
る
法
簡
申
荘
を
さ
が
し
て
い
た
が
、
バ
リ
I
法
科
大
事
教
授
ボ
ア
ソ
ナ

I
ド
〈
切
O
戸田

8
ロ
邑
叩
)
が
選
ば
れ
、
一
八
七
四
年

(
明
治
六
年
)
一
一
月
来
朝
し
た
。
一
八
七
六
年
(
明
治
九
年
)
六
月
大
木
の
下
に
民
法
典
の
起
草
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
任
に
営
ヴ
た
の
は
牟

田
口
遁
照
・
箕
作
麟
群
等
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
年
)
元
月
か
ら
一
八
七
九
年
〈
明
治
一
一
年
)
四
月
ま
で
む
間
に
、

第
一
編
「
人
事
」
第
二
編
「
財
産
及
ビ
財
産
所
有
擢
ノ
種
類
」
第
一
一
一
編
「
財
産
所
有
擢
ヲ
得
ル
方
法
」
を
脆
稿
し
、
そ
れ
を
印
刷
に
附
す

る
と
と
も
に
、
大
木
司
法
卿
に
呈
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
フ
ラ
シ
ス
民
法
の
抜
翠
・
抄
轄
に
す
ぎ
ぬ
も
り
で
あ
づ
た
。
一
八
八

O
年
〈
明

治
二
一
一
年
)
二
月
大
木
卿
は
そ
の
職
を
退
き
元
老
院
議
長
と
な
り
、
同
年
四
月
に
は
、
民
法
編
纂
締
裁
に
命
ぜ
ら
れ
、
同
時
に
、
玉
乃
世

履
・
楠
田
英
世
・
水
本
成
美
・
津
田
虞
道
・
箕
作
麟
昨
・
西
成
度
・
池
田
顕
一
・
杉
山
孝
敏
・
黒
川
誠
一
郎
・
磯
部
四
郎
・
木
村
正
辞
・

生
田
精
が
民
法
編
纂
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
と
れ
ら
の
委
員
は
元
老
院
内
で
民
法
編
纂
局
を
構
成
し
、

一
八
八

O
年
(
明
治
一
一
一
一
年
)
六
月



開
局
せ
ら
れ
た
。
そ
し
で
「
財
産
精
一
と
「
財
産
取
得
精
一

閣
に
呈
出
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
年
)
三
月
民
法
綿
集
局
は
廃
止
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
務
は

の
一
部
合
計
千
語
伎
の
起
宜
・
を
な
し
、
ー
一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
年
)
一
一
一
月
内

司
法
省
に
引
績
か
れ
、
常
時
の
司
法
大
日
山
回
顧
義
の
管
轄
に
た
一
か
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
記
の
民
法
編
纂
局
の

に
は
人
事
綿
が
前
け
て
い
u
h
v

た
め
、

一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
長
』
)
四
月
磯
部
四
郎
・
高
野
毘

遜
・
熊
野
一
般
三
等
が
新
た
に
民
法
平
案
編
纂
委
員
に
任
命
せ
ら
れ
、
人
事
編
の
起
草
が
念
が
れ
た
の
で
あ
る
。

一
八
八
六
年
(
明
治
一
九

5
五
月
搭
川
幕
府
以
来
の
持
作
一
不
乎
等
保
約
の
改
正
が
、
外
務
省
を
中
心
と
し
て
開
始
せ
ら
れ
た
が
、
わ
が

「
我
が
喝
は
泰
西
主
義
に
則
り
、
司
法
上
む
組
織
及
び
成
法
(
刑
法
・
治
罪
法
・
民
法
・
商
法
・
訴

訟
法
等
)
を
確
定
す
る
一
と
い
万
意
味
の
保
項
が
あ
れ
J

た
が
、
と
め
官
時
す
で
に
公
布
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
刑
法
・
治
罪
法
の
一
部
に

し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
井
上
外
務
大
ロ
は
短
時
日
の
閣
に
、
諸
法
血
(
の
完
備
を
な
す
こ
と
心
必
要
を
感
じ
、
外
務
省
内
に
法
律
取
調

固
か
ら
呈
出
し
た
改
正
案
む
中
に
、

委
員
合
を
設
置
し
、
白
か
ら
そ
の
委
員
長
と
な
り
、
諸
法
此
パ
の
編
纂
肱
稿
を
企
園
し
、
八
月
六
日
こ
れ
が
一
貫
施
せ
ら
れ
た
の
で
、
司
法
省

内
の
民
法
編
纂
事
業
も
、
と
れ
に
吸
牧
せ
ら
れ
る
と
と
と
た
う
た
の
で
あ
る
。

井
上
外
相
の
像
的
改
正
案
は
、
外
人
の
法
官
を
採
用
し
、
法
比
八
用
詩
玄
外
園
語
で
使
用
し
、
わ
が
法
典
彦
外
圏
諸
に
識
語
し
、
外
国
政

府
に
通
知
す
る
と
川
う
が
如
き
保
項
ψ

ど
ん
γ
け
ん
で
い
た
た
め
に
、
そ
れ
が
外
部
に
搾
れ
る
や
、
改
正
案
反
艶
の
運
動
が
激
化
す
る
と
と
と
な

り
た
。
そ
の
九
た
め
に
井
上
ば
外
相
の
軌
を
し
り
ぞ
き
、
そ
の
後
訟
律
取
調
委
員
長
の
職
左
も
辞
す
る
に
至
つ
、
た
め
で
、
法
律
取
調
委
員
合

は
再
び
司
法
省
内
に
移
さ
れ
、
法
和
山
回
顧
義
が
委
員
長
と
な
り
、
そ
の
市
申
請
の
逢
行
を
念
ぐ
と
と
と
訟
の
J

た。

一
八
八
七
年
(
明
治
二

O

年
)

一
一
月
に
は
、
委
員
長
並
び
に
委
員
辞
新
た
に
任
命
せ
ら
れ
た
が
、

そ
の
委
員
は
法
律
取
調
委
員
と
法
律
取
調
報
合
委
員
の
二
種
に

車
別
せ
ら
れ
、
説
者
は
い
出
案
の
審
議
決
支
の
躍
を
血
〈
え
ら
れ
、
一
万
老
院
議
官
よ
り
五
名
、
司
法
官
よ
り
五
名
計
一

O
名
部
選
ば
れ
が
ん
の
で

日
本
民
法
山
県
論
争
の
社
舎
・

に
づ
い
て

-c. 
-お



日
本
民
法
典
論
争
の
仕
合
・
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て

あ
右
。
後
者
は
、
ポ
ア
ソ
ナ
1
ド
、
そ
の
砲
の
起
草
の
案
文
を
調
査
観
謹
し
て
、
合
議
に
報
告
す
る
任
を
有
し
、
主
と
し
て
司
法
官
中
よ

り
約
三

O
名
が
選
ば
れ
た
。

/九

兵
法
典
は
人
事
編
・
財
産
指
・
財
産
取
得
編
・
債
擢
捨
保
編
・
設
擦
編
の
五
慌
に
分
れ
、
と
の
う
ち
財
産
編
と
財
産
取
得
編
の
大
部

分
、
債
権
揖
保
踊
・
詮
操
編
件
以
ボ
ア
ノ
ソ
ム
ノ
]
ド
が
起
草
す
る
と
と
に
な
り
、
人
事
編
沿
よ
び
財
産
取
得
編
の
一
部
は
、
わ
が
閣
の
習
慣
を

顧
慮
す
る
必
要
上
、
熊
野
敏
一
ニ
・
磯
部
阿
部
が
立
案
し
た
。
か
く
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
一
八
八
八
年
(
明
治
二
一
年
)
一
一
一
月
に
成
案
を

得
、
内
閣
に
呈
出
せ
ら
れ
、

一
八
八
九
年
(
明
治
二
一
一
乞
元
若
慌
の
審
議
に
付
せ
ら
れ
、
法
律
取
調
利
世
委
員
の
栗
塚
各
五
回
・
寺
島
直
の

二
る
が
そ
の
説
明
に
あ
た
る
た
め
、
内
問
委
員
に
任
命
せ
ら
れ
た
。
人
事
編
和
上
び
財
産
取
得
編
の
一
部
は
、
一
八
九

O
年
(
明
治
一
三
年
)

四
月
委
員
舎
で
議
了
、
内
閣
に
呈
出
せ
ら
れ
た
の
で
、
元
老
院
の
審
議
を
受
け
忍
と
と
ふ
一

一
八
九

O
年
(
明
治
二
三
年
)
一
FH

ば
枢
密
院
の
諮
詞
主
格
り
、
同
年
四
月
法
律
一
一
八
践
を
以
て
民
訟
p

中
、
財
産
編
・
財
産
取
得
編
・

捨
保
編
・
費
接
編
が
公
布
せ
、
わ
れ
、
共
h
で
同
年
一

O
月
法
律
九
八
読
を
以
て
財
産
取
得
編
・
人
事
編
の
公
布
が
な
さ
れ
、
と
れ
ら
の
法

典
は
明
治
二
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
せ
ら
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
と
れ
が
窪
田
民
法
典
で
あ
る
。

r-、

主)き

戎
飴
遁
孝

民
法
入
門

五
頁

日
欧
松
堂
書
応
一
九
四
七
年
一

O
刃〕

2) 

ま同
事事

民
法
陸
軍
講
義

ー七
頁

門
新
興
出
阪
此
一
九
五
一
年
二
月
〕

4) 

野
呂
柴
太
郎
八
五
銭 日
本
宗
本
主
義
的
一
税
務
と
法
律

第
一
巻
一
一
一
一
一
一
頁
l
一一一一入頁
一
入
。
頁

3) 

平
野
義
太
郎

5) 

中
川
善
之
助

引
仙
北
山
史

二
七
頁
以
下
。
星
野
蓬

民
法
典
論
争
史

門
岩
波
書
的
一
九
凶
六
年
間
口
己

一
一
一
一
良
以
下
。
小
早
川
放
五
口

績
明
治
法
制
業
中
一
世

二
O
八
頁
以
下
っ

山
訂
間
新

日
本
民
法
市
民

一
一
一
一
一
良
以
下
。
菅
井
敬
意

毛
主
反
論

i
i
l
E
 
六
二
頁
以
下
。



、

a本
民
法
典
論
守
の
端
初
と
、

そ
の
経
過

奮
民
法
典
は
一
八
七

O
年
(
明
治
宝
年
)
に
江
藤
新
卒
が
、
そ
の
編
纂
に
着
手
し
て
以
来
、

が
完
了
し
、
公
布
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
聞
に
は
こ

O
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
の
と
と

一
八
九

O
年
(
明
治
二
三
年
)
に
至
う
て
編
纂

で
も
、
'
資
本
主
義
社
舎
に
沿
げ
る
、

わ
れ
わ
れ
の
社
合
闘
係
の
基
礎
的
規
律
と
し
て
の
民
法
典
の
編
纂
事
業
が
、
如
何
に
困
難
で
あ
る
か

を
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
の
上
か
ら
の
力
に
よ
る
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
移
入
が
、
強
行
的
に
逢

行
せ
ら
れ
、
そ
の
諸
政
策
の
法
律
的
外
被
と
し
て
の
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
法
制
度
の
制
定
の
必
要
性
と
、
そ
れ
の
具
躍
的
編
纂
の
過
程
に
、

弐
第
に
確
立
し
た
産
業
査
本
主
義
に
照
臆
す
る
、
民
法
典
の
編
纂
と
の
閣
の
現
宜
的
く
一
い
ち
が
い
は
、
烈
し
い
政
治
的
な
相
克
・
封
立
を

生
み
出
し
て
い
く
と
と
は
営
然
で
あ
る
。
と
の
政
治
的
た
相
克
・
抗
争
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
と
し
て
の
、
日
本
民
法
典
の
制
定
・
施
行
広
あ

た
り
、
事
設
的
論
争
と
し
て
の
、
よ
そ
沿
い
を
も
ち
つ
づ
、
具
韓
的
に
展
開
す
る
と
と
と
な
れ
J

た
の
で
あ
る
。

日
本
民
法
典
論
争
の
歴
史
的
端
初
一
は
一
八
八
九
年
(
明
治
一
一
一
一
年
)
の
皐
士
舎
の
法
典
編
纂
に
つ
h
亡
の
意
見
書
の
公
表

F
初
ま
る
。
す

友
わ
ち
、
同
年
の
五
月
、
東
京
大
皐
法
皐
部
卒
業
生
で
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
法
事
士
舎
の
春
期
総
舎
で
は
、
全
員
一
設
を
も
っ
て
「
法
典

編
纂
)
一
関
ス
ル
法
的
時
十
士
含
ノ
意
見
」
を
決
議
し
、
同
時
に
そ
れ
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
と
の
東
京
大
串
は
明
治
維
新
後
、
明
治
政
府
が

ブ
ラ
シ
ス
法
皐
波
の
全
盛
期
と
も
稿
し
得
る
時
期
に
む
h
て
、
牟
封
建
的
自

由
主
義
法
墜
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
法
島
、
波
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
京
大
噂
は
明
治
初
年
来
の
昌
子
事
校
と
並
び
、
徳
川
幕

府
の
洋
書
判
明
器
研
究
所
で
あ
れ
ノ
た
蕃
害
調
所
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
東
京
開
成
事
校
が
、
そ
の
起
源
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
七
四
年
(
明

ま
究
施
艶
主
義
の
基
礎
を
固
め
る
に
至
ら
な
い
時
期
で
の
、

治
七
年
)

ボ
ア
ソ
ナ

I
ド
が
司
法
省
法
晶
一
段
で
、
初
め
て
自
然
法
の
講
義
を
し
た
同
じ
年
に
、
英
語
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
講
義
が
な
さ

日
本
民
法
典
論
争
の
社
舎
・
経
済
的
基
礎
に
づ
い
て

七
九



日
本
見
込
品
川
論
争
の

れ
て
い
た
の
で
あ
針
。
そ
し
て
J

一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
年
)
三
月
、
帝
園
大
準
令
が
公
布
せ
ら
れ
、
帝
国
大
島
一
ゐ
創
設
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
明
治
維
新
の
下
摂
土
旋
に
よ
の
/
て
構
成
せ
ら
れ
て
い
た
明
治
陵
府
部
組
艶
主
護
の
支
柱
と
な
り
、
白
己
む
後
権
者
と
な
る

べ
き
官
僚
群
の
草
食
成
な
必
要
と
寸
る
に
至
う
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
玄
養
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
つ
し
か
も
、
と
れ
ら
の

経
済
的
建
慌
に
つ
い
て

ノL

Q 

新
官
僚
群
の
養
成
は
明
治
組
針
主
義
に
よ
づ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
、
中
γ
封
建
的
自
由
主
義
法
場
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
法
を
、
更
に
は
牟
封

建
的
官
僚
主
義
の
ド
イ
ツ
法
に
上
る
流
青
山
か
ほ
H

と
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
と
う
し
た
明
治
結
封
主
義
の
推
進
的
支
柱
と
も
目
さ
れ
る
官
僚

の
牙
械
と
そ
東
京
大
事
で
あ
づ
託
。
そ
し
て
、
そ
の
東
京
大
事
法
事
部
の
卒
業
生
か
ら
構
或
せ
ら
れ
て
い
る
わ
が
前
記
法
事
士
舎
な

οで

f

あ
る
。
営
時
の
金
員
に
は
、
穂
積
八
束
・
奥
田
義
人
・
土
方
率
・
江
木
哀
・
岡
村
輝
彦
・
岡
山
粂
吉
・
山
田
喜
之
助
・
犬
谷
木
備
一
郎
・

中
軒
能
五
郎
・
開
直
彦
・
元
国
準
・
吟
島
六
一
郎
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
濯
が
イ
ギ
リ
ス
設
問
中
沢
の
母
韓
で
わ
る
法
肇
士
舎
に
結
集
し

て
h
た
心
で
あ
司
令
σ

し
か
ら
ば
、
法
事
士
舎
は
如
何
な
る
見
地
、
日
ら
、
法
典
費
施
心
延
期
読
を
立
て
て
い
る
の
か
、
そ
の
弘
前
操
と
与
っ
て

い
る
賠
を
明
白
に
す
る
と
と
と
し
よ
う
。
そ
の
た
め
、
法
事
士
合
の
「
法
典
栴
第
一
一
嵐
ス
ル
設
問
的
、
士
舎
ノ
意
見
」
の
杢
文
九
包
括
殺
し
て
沿

}
〕
円
ノ
。

法
向
井
編
纂
二
開
ス
ル
法
事
士
A

世
田
ノ
意
見
。

法
典
ノ
涌
纂
ノ
大
事
業
タ
ル
国
ヨ
リ
論
ナ
キ
ノ
ミ
、
蹴
洲
エ
在
一
ア
モ
濁
闘
英
国
ノ
畑
キ
ペ
夙
一
一
負
望
ノ
士
一
一
話
シ
デ
之
カ
編
纂
)
一

従
事
セ
シ
メ
、
勉
勘
幾
歳
月
ア
費
泊
、
~
¥
稿
ヲ
吏
ム
コ
ト
又
数
北
、
市
シ
テ
尚
ホ
旦
未
い
が
γ

公
然
護
布
ス
ル
]
一
至
一
ア
ス
、
共
事
業
困
難
一
一

シ
マ
慎
重
ヲ
要
ス
ル

1
知
ル
ヘ
キ
也
、
然
ル
ニ
間
タ
所
一
一
ヨ
レ
ベ
、
政
府
ハ
法
典
編
纂
ノ
実
功
ヲ
期
月
/
同
一
二
促
ス
ノ
ミ
ナ
一
ア
ス
、
穣¥i 

-
ア
其
成
稿
ヲ
鷲
布
セ
一
プ
レ
シ
ト
ス
ト
、
た

ν
萱
}
一
念
説
一
一
夫
シ
、
至
難
ノ
事
業
}
一
庭
ス
ル
ノ
遺
)
一
非
一
フ
ザ
ル
ナ
キ
ヲ
得
シ
ヤ
、

ι
f
わ
百
皆

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

:
共
事
業
/
困
難
ヲ
恐
レ
一
ア
、
之
ヲ
放
郵
u
t

シ
メ
シ

1
ヲ
盟
ム
ェ
非
ス
、

(
傍
数
日
宮
川
)

然
レ
ド
モ
訟
律
事
ノ
嚢
建
、

明
法
ノ
士
ノ
輩



出
品
於
一
ア
、
我
邦
ノ
遠
ク
及
ハ
サ
ル
、
彼
英
一
濁
諸
国
}
一
於
一
ア
ス
ラ
容
易
ニ
成
シ
得
サ
ル
コ
ト
ヲ
間
レ
ハ
、
法
律
編
長
ノ
速
成
ヲ
期
セ
ラ

ル
、
ハ
、
園
家
ノ
鴬
メ
畏
憧
セ
ザ
ル
ヲ
得
ス
。
法
比
(
編
纂
ノ
可
否
一
一
付
テ
ハ
、
欧
米
法
事
者
の
議
論
直
々
-
一
シ
テ
、
今
日
一
一
需
品
ル
号
、

未
グ
一
定
シ
九
リ
ト
謂
フ
可
カ
一
フ
ズ
、
元
来
法
律
ハ
吐
曾
ノ
進
歩
一
一
伴
フ
可
キ
者
ナ
ル
}
一
、
一
旦
法
典
ヲ
定
タ
ル
ト
キ
ハ
、
他
日
蹴
遺

ヲ
鷲
見
シ
、
不
使
ア
感
ス
ル
ー
ブ
ル
モ
、
轍
ク
之
ニ
建
更
ヲ
加
フ
可
カ
ラ
ス
、
紋
ア
レ
パ
郎
チ
之
ヲ
補
ヒ
、
弊
ア
レ
バ
卸
チ
之
ヲ
矯
ム

可
シ
ト
ハ
席
上
ノ
論
}
一
シ
一
ア
、
法
典
ノ
下
=
立
ツ
園
局
ノ
容
易
}
一
賢
行
シ
能
ハ
サ
ル
ー
タ
ル
ハ
、
事
一
貫
一
一
照
シ
テ
明
カ
ナ
H
y
、
又
法
律

ハ
、
之
ア
謹
示
ス
ヘ
キ
園
児
ノ
必
要
ニ
随
テ
起
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
}
一
、
法
典
ヲ
編
集
ス
ル
一
一
首
一
ア
ペ
朝
令
暮
改
ヲ
避
ヶ
、
後
来
一
位
合

ノ
時
党
選
ヲ
議
想
シ
一
ア
、
之
レ
=
備
ヘ
シ
コ
ト
ヲ
期
ス
ル
ガ
故
三
其
必
要
未
グ
生
セ
ザ
ル
一
一
允
シ
ジ
テ
法
保
ヲ
設
ケ
、
国
民
ヲ
シ
一
ア
遵

守
ヲ
苦
マ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
ズ
、
是
レ
事
者
方
容
易
エ
法
典
編
纂
ア
可
ト
セ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
。

夫
V
M

歌
刈
諸
圏
一
一
於
一
六
時
川
謂
法
建
漏
纂
ナ
ル
者
ぺ
率
一
フ
既
一
任
ノ
法
制
ア
縞
輯
ス
ル
ノ
義
}
一
過
ギ
ズ
、

、
、
、
、

ホ
只
奮
慢
故
法
ヲ
修
正
加
除
ス
ル
ニ
止
マ
ル
、
(
傍
貼
H
宮
川
Y

然
ル
ニ
我
邦
ノ
法
典
編
纂
ハ
、
之
ト
具
一
一
シ
一
ア
、
専
一
フ
蹴
訓
ノ
皮
ヲ
模

範
ト
ス
ル
者
ナ
レ
パ
、
奮
慢
故
法
ヲ
参
酌
ス
ル
ー
、
殆
シ
ド
有
名
無
賞
品
シ
テ
、
要
ス
ル
ェ
其
ノ
大
'
鉢
八
新
規
ノ
制
定
ナ
ル
ヲ
以
一
六

彼
我
編
纂
ノ
難
易
待
夫
、
決
シ
テ
同
日
ノ
談
ニ
非
ラ
ザ
ル
ナ
リ
も
旦
開
ク
商
法
訴
訟
法
ハ
、
調
乙
人
某
々
氏
ノ
原
按
ユ
シ
」
ア
、
民
法
ハ

悌
園
人
某
氏
ノ
原
扶
ナ
リ
ト
、
我
々
回
ヨ
リ
邦
ノ
異
同
-
一
ヨ
リ
是
非
ノ
評
ヲ
ナ
ス
}
一
ア
一
フ
ズ
、

俣
令
捷
改
ス
ル
所
ア
ル
モ

，，-

唯
恐
ル
、
所
ハ
、

此
教
氏
ノ
間

於

テ
、
充
分
ノ
協
議
ナ
キ
カ
詩
メ
、
彼
此
五
ニ
抵
偶
ヲ
来
ス
ノ
ミ
ナ
一
フ
ズ
、
北
ハ
皐
波
亦
具
ナ
ル
ガ
矯
メ
ェ
、
法
典
全
部
一
一
封
ス
ル
主
義
ノ

貫
通
セ
ザ
ル

-
7在

p
。

政
府
カ
法
典
編
纂
委
員
ヲ
設
ケ
一
ア
、
法
律
取
調
=
従
事
セ
シ
メ
一
フ
ル
、
ハ
、
我
々
ノ
非
議
ス
ル
所
一
一
非
一
フ
ズ
、
唯
英
成
功
稜
布
ア
念

-
一
セ
ザ
ラ
シ
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
ナ
リ
、
惟
フ
-
一
我
邦
社
合
ハ
、
封
建
ノ
奮
制
ヲ
肱
シ
、
百
一
争
改
進
ノ
際
一
一
シ
一
ア
、
援
護
極
リ
ナ
キ
ガ
故

只
本
民
法
典
論
争
の
仕
合
・
終
済
的
基
礎
に
つ
い
て

}¥ 



日

本

民

法

典

論

争

の

社

舎

・

終

済

的

基

礎

に

つ

い

て

八

二

弘
守
区
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

』
一
、
今
例
規
習
慣
ヲ
按
ジ
一
六
法
典
ア
大
成
セ
シ
ト
セ
バ
、
封
建
ノ
奮
制
ニ
扶
ル
可
カ
一
フ
ズ
、
叉
幕
一
フ
融
米
ノ
制
度
-
一
則
ル
可
カ
一
フ
ズ

其
事
業
宜
}
一
困
難
弓
シ
テ
、
強
テ
之
ヲ
盆
グ
ル
時
円
、
民
俗
}
一
背
一
間
三
人
民
ヲ
シ
一
ア
法
律
ノ
煩
雑
一
一
昔
マ
シ
ム
ル
ノ

(
傍
貼
日
宮
川
)

慎
ア
リ
、
故
}
一
今
日
」
一
於
一
ア
ハ
、
必
要
不
可
蹴
所
ノ
者
一
一
限
リ
、
車
行
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
規
定
シ
、
訟
典
会
部
ノ
完
成
ぺ
暫
ク
民
情

風
俗
ノ
定
マ
ル
ヲ
侠
ツ
一
一
若
カ
ザ
ル
ナ
リ
、
蓋
一
国
ノ
法
典
ヲ
革
ス
ル
ハ
、
固
ヨ
リ
教
科
書
論
文
ヲ
著
ス
ト
同
ジ
カ
一
フ
ズ
、
鉢
裁
美
、

論
理
特
ナ
リ
ト
雄
モ
、
民
情
風
俗
}
一
一
迫
セ
ザ
、
レ
パ
、
之
ヲ
善
、
広
ト
謂
フ
可
ヲ
フ
ズ
、
故
一
一
法
典
ヲ
シ
一
ア
図
滑
}
一
行
ハ
レ
シ
メ
シ
ト
歓
セ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
賞
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
母
、
、
、

バ
須
一
ア
グ
草
案
ノ
値
一
一
一
ア
之
ア
公
ケ
エ
シ
、
保
ス
-
一
歳
月
ヲ
以
一
ア
シ
、
庚
ク
公
来
ノ
批
評
ア
徹
三
徐
ロ
ニ
修
正
ア
加
へ
一
ア
完
成
ヲ
期

ス
ベ
キ
ナ
リ
。
(
傍
知
日
宮
川
)

明
拾
二
十
二
年
五
月

と
れ
が
全
文
で
あ
る
。

法
事
士
舎

と
の
法
嘩
士
舎
か
ら
公
表
せ
ら
れ
た
訟
呉
編
纂
に
つ
い
て
の
意
見
は
法
典
一
貫
施
証
明
制
定
見
で
あ
る
コ
し
か
し
、
法
歎
編
纂
そ
の
も
む
に

反
封
す
る
意
見
で
ほ
な
い
と
と
は
、
そ
の
全
文
か
ら
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
そ
の
論
鮪
と
な
っ
て
い
る
離
は
何
で
あ
る
か
。

そ
れ
は
民
法
編
纂
の
、
い
わ
ば
基
本
的
控
度
に
づ
い
て
の
主
張
で
あ
る
っ
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
制
度
と
し
て
の
民
法
典
編
集
と
い

う
と
と
が
非
常
に
国
雑
で
あ
る
と
と
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
に
立
っ
て
い
る
フ
一
ア
シ
ス
法
閥
単
波
の
一
ヲ
一
ブ
シ
ス
民

法
の
引
寝
的
誠
詳
が
、
わ
が
国
に
沿
け
る
憤
習
そ
の
も
の
の
、
す
友
わ
ち
、
封
建
法
制
度
の
廃
止
に
よ
れ
J

て
、
典
型
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命

。
結
果
成
生
し
九
、
ブ
ラ
シ
ス
的
資
本
主
持
拡
倉
を
え
が
、
つ
」
い
る
民
法
典
が
、
内
界
的
に
、
わ
が
閣
の
昔
憤
故
践
の
廃
止
を
も
た
ふ
り
す

結
果
、
理
想
的
在
民
法
典
と
は
な
り
得
な
い
と
h
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
市
民
法
典
繍
纂
は
慎
重
に
な
し
、
草
案
の
形
式
で
公
布

し
、
批
合
一
般
の
批
判
を
開
き
、
歳
月
を
か
け
て
完
成
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
究
か
ら
、
そ
む
根
抵
に
は
、
バ
ギ
リ
ス
法



的
b
T
封
建
的
自
由
主
義
の
法
思
怒
が
謹
厚
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
の
法
皐
士
舎
の
民
法
怯
延
期
意
見
書
が
登
表
せ
ら
れ
る
と
、
そ
の
趣
旨
に
費
成
し
、
民
法
典
の
公
布
p
賓
施
に
野
し
て
反
艶
寸
る
意

見
古
田
・
詩
文
が
相
北
で
護
表
せ
ら
れ
る
に
至
ヴ
た
。
十
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
法
暴
涯
に
開
園
す
る
岡
山
粂
吉
・
山
田
喜
之
助
等
の
経
営
e

教

授
す
る
私
立
法
皐
校
で
あ
る
英
吉
利
法
感
校
の
機
関
誌
法
理
精
華
、
そ
の
後
身
内
で
あ
る
東
京
法
感
院
(
中
央
大
拳
の
前
身
)
の
機
闘
誌
法
拳

新
報
の
誌
上
で
は
、
民
法
典
断
行
請
に
反
艶
す
る
諸
論
文
辞
掲
載
せ
ら
れ
で
い
る
と
と
で
も
解
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
一
賛

す
れ
ば
諸
論
文
む
内
容
が
皐
理
的
・
曲
学
説
的
な
も
め
か
ら
、
弐
第
に
、
政
治
的
役
色
彩
を
濃
厚
に
し
た
も
の
へ
ー
と
捕
監
柑
し
て
行
く
こ
と
が

理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
そ
れ
ら
の
議
論
文
の
菜
子
を
示
す
訟
ら
ば
弐
む
如
く
で
あ
る
ο

一
‘
法
的
母
土
舎
の
意
見
を
出
荷
ホ
ノ
増
島
六
一
郎
(
法
理
精
華
二
や
こ
れ
〕
披

明
治
二
一
一
年
六
万
三

二
、
立
法
の
茶
磁
を
請
や
ノ

山
悶
喜
之

助
(
法
迩
精
華
一
ニ
会
一
一
間
続

開
、
箕
(
作
弐
官
の
潰
誌
を
八
7
折
せ
よ

(
訟
迎
精
翠
一
ニ
谷
一
六
説
明
治
一
三
年
一

C
舟
)
、
五
、
口
町
松
草
案
財
産
信
批
評

明
治
ご
二
年
七
月
ス
三
、
英
法
の
魚
め
妄
を
請
や

岡
野
敬
一
一
郎
(
法
理
精
華
一
一
一
袋
一
四
日
制
明
治
一
一
一
一
年
七
刃
)

共
同
義
人
(
法
即
日
精
載
さ
一
色
一
五
鋭

明
治
二
二
年
八
刃
)
、

五
、
法
典
編
纂
論
の
方
向

菊
地
武
夫

明
治
一
一
一
一
年
一

江
木
哀
(
法
刻
一
精
華
四
位
一
九
誠
一
一
二
掛
川

。
弓
)
、
七
、
鴫
呼
民
法
置
操
論

花
井
卓
蔵
(
法
理
精
華
問
答
一
一

O
挽

明
治
二
二
年
一

O
H刀)、

入
、
法
惜
の
事
士
磯
部
の
四
郎
大
光
生
の

五
議
論
を
許
す
鳥
井
師
弐
郎
(
法
理
精
誤
十
五
径
二
六
時
踊

八
十
米
〈
法
泊
三
dJ;報
明
治
二
四
年
四
万
)
、

法
詮
撚
訟
の
蹴
賠

明
治
二
一
一
一
年
一
日
月
、
六
各
二
七
務
、
明
一
ご
一
一
年
二
月
)
、

九
、
園
家
的
民
法

穂
積

明
治
二
五
年
四
万
)
、lS'之
さ手
新三
報←1 櫓
jji:l: ."積
説覧会
主批市
長牛1)
新人
報率
二編

誠司昼
間
及
び
重
複

(
法
島
一
索
以
五
務

明
治
一
一
何
年
八
号
)
、

一
一
、
民

一
O
、
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内
法
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で
て
忠
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亡
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土
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(
法
柏
戸
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新
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義
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一
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1

E

、

明
治
二
一
九
年
同
月
¥

一
一
二
、
法
典
宜
施
延
期
意
見

明
治
ご
五
年
五
号
)
、

一
問
、
法
典

断
行
訟
の
妄
を
拙
訓
示

日
本
民
法
典
論
争
の
世
命
日
・
経
済
的
基
礎
に
づ
い
ト
て

奥
田
義
人
(
法
隆
新
誠
一
一
凶
務

明
治
三
五
年
五
月
)
、

一
五
、
護
法
呉
賢
施
断
行
意
見
書

法
事
新
報
枇
設
〈
法
由
骨
子
新

八



誠
一
間
続

明
治
一
一
一
九
年
五
月
三

と
政
一
止
保
拘
花
井
卓
賦
(
法
問
学
新
誠
一
四
時
溺
s

明
治
一
一
五
年
五
周
)

O

乙
れ
ら
の
語
論
文
の
う
ち
、

一
六
、
法
典
費
施
断
行
論
者
の
自
白

高
橋
惜
一
一
一
〈
訟
拳
薪
誠
一
凶
猿

入
問

問
明
治
ご
一
品
年
五
月
三

ア
旬
、
法
典

日
本
民
法
血
討
論
争
の
社
舎
・
綿
済
的
基
磯
に
つ
い
て

一
八
九
Q
年
(
明
治
ニ
五
年
)
第
三
岡
帝
函
議
曾
存
薬
の
直
前
に
至
っ
て
殻
表
せ
ら
れ
μ
、
法
自
事
訴
識
の
一
躍
詑

「
法
典
貰
地
延
期
意
見
」
ば
法
的
且
〈
延
期
抵
の
幹
部
で
あ
る
東
京
法
的
母
院
講
師
十
削
除
名
の
逼
者
友
そ
の
末
尾
に
有
寸
る
も
り
で
わ
り
、

そ
の

中
に
は
、
江
木
哀
、
高
橋
健
二
一
、
穂
積
八
束
、
仏
凶
野
貞
一
郎
、
士
方
卒
、
伊
藤
悌
治
、
朝
倉
外
茂
鎖
、
中
橋
議
五
郎
、
F

英
国
詩
人
、
岡
村

輝
彦
、
山
田
喜
之
助
等
が
あ
る
つ
だ
か
ら
、
と
の
論
文
が
そ
の
官
時
に
沿
け
る
法
典
延
期
抵
の
理
論
的
根
械
を
示
し
て
h
る
も
の
と
な
る

か
ら
、

そ
の
掛
裂
含
掲
げ
て
置
こ
う
っ

法
山
比
八
賞
施
延
期
意
見

新
法
典
ノ
納
骨
鶏
ハ
蹴
}
ニ
グ
ピ
事
士
専
門
家
ノ
是
非
一
一
よ
ny
、
世
論
未
グ
協
ハ
ザ
ル
一
一
政
府
ハ
鶴
ジ
テ
之
ア
議
布
セ
一
フ

ν
夕
日
。
顧

フ
ニ
民
法
共
他
賞
地
ノ
期
八
来
ル
明
治
二
十
六
年
一
一
ア
リ
。
商
法
モ
亦
第
一
期
議
食
ノ
決
議
ヲ
起
一
ア
資
施
ノ
期
ヲ
延
キ
同
ジ
グ
二
十
六

年
ト
ナ
セ
シ
ト
同
地
ぞ
二
年
前
-
一
貫
施
ス
ル
一
一
不
可
ナ
ル
ノ
事
情
二
年
後
ニ
シ
ニ
ノ
悠
法
治
翠
ス
ペ
キ
ノ
理
ブ
ラ
シ
ャ
。
其
義
己
資
施
ヲ
延

期
セ
シ
モ
ノ
ハ
議
-
一
昔
ク
議
月
ヲ
蹟
過
ス
ル
モ
ノ
ト
蹴
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
遇
々
北
間
ヲ
以
一
ア
法
典
ノ
一
小
宅
間
同
情
}
一
連
セ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
修
五
シ

一
ア
始
メ
一
ア
之
ア
費
施
一
セ
ン
ト
ス
ル
=
ア
ル
ノ
ミ
。
而
シ
一
ア
北
一
期
ヲ
二
年
ト
定
メ
シ
モ
ノ
ハ
民
法
其
他
ノ
長
施
ヲ
明
治
二
十
六
年
ト
既
定

セ
ル
ヲ
以
一
ア
背
グ
比
間
ア
修
正
ノ
時
}
一
充
ツ
ル
ノ
機
宣
〕
一
白
日
同
時
}
一
民
法
等
ノ
修
正
ア
試
ム
ル
ノ
意
タ
リ
シ
ハ
国
ヨ
リ
多
、
一
一
昨
ヲ
俣
グ

ザ
ル
所
ナ
リ
。

夫
レ
法
律
ハ
社
合
綱
常
ノ
維
持
一
一
於
一
ア
閥
タ
ベ
カ
一
プ
、
執
が
要
具
ノ
一
ナ
リ
ト
雄
一
寸
法
典
ナ
ル
者
ハ
則
チ
其
目
的
、
氷
ク
一
定
ノ
規
則
ア

以
テ
路
来
ヲ
支
配
セ
シ
ト
ス
ル
ガ
故
一
円
既
佳
ヲ
短
度
ト
詩
シ
以
一
ア
将
来
ヲ
制
律
セ
ザ
ル
ベ
カ
一
フ
ズ
。
且
ツ
一
タ
ビ
蓉
シ
テ
大
典
ト
ナ
セ



パ
縦
令
不
可
ア
ル
モ
轍
ク
之
ヲ
襲
更
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ハ
勢
ノ
莞
ガ
レ
ザ
ル
所
、
市
シ
一
ア
祉
舎
ノ
般
態
ハ
費
還
準
ル
刊
ス
、
故
ニ
之
ヲ
定
ム

ル
-
一
宜
シ
ク
慎
重
ヲ
抑
エ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
其
定
立
ノ
室
難
事
業
グ
ル
ハ
固
ヨ
リ
論
ナ
キ
ナ
リ
。
被
ノ
欧
削
諸
園
制
ヲ
以
テ
治
園
ノ

要
遺
ト
ナ
ス
ヨ
ト
敷
青
年
ナ
ル
者
-
一
在
リ
テ
其
法
典
ヲ
絹
纂
ス
ト
一
式
フ
ヤ
特
二
嘗
慣
故
訟
ヲ
酪
酌
筆
削
シ
テ
足
ル
ヲ
以
テ
ス
ラ
未
グ
之

ヲ
以
テ
観
テ
期
月
ノ
事
業
ト
ナ
ス
モ
ノ
ア
ラ
ズ
。
我
邦
ハ
徴
フ
所
敵
訓
ノ
制
z

一
撮
り
、
其
園
情
習
俗
ノ
を
然
問
ジ
カ
ラ
ザ
ル
、
生
呑
話

剥
シ
テ
裁
ヲ
取
ル
'
所
ナ
ク
ハ
其
法
ノ
費
行
漸
ク
疎
濫
-
一
シ
テ
寛
〕
一
世
ノ
累
ト
ナ
ラ
シ
是
レ
禁
弊
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
¥
其
大
ナ
ル
モ
ノ

z

至
リ
テ
ハ
一
世
舎
内
部
ノ
組
織
正
不
測
ノ
草
費
ヲ
生
ジ
、
破
壊
ノ
潮
流
氾
濫
横
溢
シ
テ
輿
園
ノ
良
風
美
俗
掠
蕩
略
襲
キ
、
園
家
元
気
ノ

祖
喪
相
腫
キ
テ
到
ル
ナ
キ
ヲ
期
ス
ペ
カ
ラ
ズ
。
顧
フ
巴
嚢
日
政
府
が
新
法
典
ノ
連
成
ヲ
期
uv
、
寛
=
明
治
ご
十
三
年
ヲ
以
テ
都
民
布
セ
一
フ

V

グ
ル
ハ
蓋
シ
大
=
其
事
由
在
テ
存
ゼ
シ
ラ
シ
。
而
シ
テ
其
事
由
ノ
営
者
ハ
其
隼
今
愛
ェ
之
ヲ
論
ゼ
ズ
ト
離
そ
唯
夫
レ
法
典
ハ
謹
成
ヲ

皆
ト
セ
リ
、
故
一
一
其
編
纂
ハ
民
法
商
法
名
其
主
集
ヲ
殊
-
一
シ
其
相
互
エ
一
協
欝
融
北
ス
ル
ニ
眠
ナ
キ
ハ
勿
論
園
情
習
慣
ヲ
精
慮
ス
ル
ノ
録

地
ナ
カ
リ
シ
ハ
吾
人
共
-
一
容
認
ス
ル
所
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
此
不
完
ノ
法
典
-
一
シ
テ
猶
ホ
且
ツ
社
交
-
一
影
響
ス
ル
コ
ト
ノ
絶
大
ナ
ル
ハ
更

-
一
多
一
吉
ヲ
須
ヒ
ズ
シ
テ
知
ル
ベ
キ
ノ
ミ
。

殊
一
二
民
法
人
事
編
ノ
如
キ
菅
)
一
其
哩
論
}
一
於
テ
範
ヲ
欧
洲
-
一
取
ル
ノ
ミ
ト
一
式
ハ
ズ
、
亦
明
カ
}
一
社
交
ノ
大
革
新
ヲ
宣
言
ス
ル
モ
ノ
ト

揮
パ
ザ
ル
ナ
リ
。
蓋
シ
営
路
ノ
有
司
嚢
z

一
波
メ
此
大
革
命
-
一
察
ス
ル
所
ア
ロ
。
而
シ
一
ア
法
律
以
テ
之
ヲ
成
就
セ
シ
ト
歓
セ
シ
獣
、
抑
其

志
ヤ
法
典
ヲ
成
ス
-
一
念
品
、
シ
テ
偶
然
之
}
一
及
べ
一
ル
ナ
リ
。

法
典
編
纂
櫨
裁
ノ
不
一
整
、
行
文
.
ノ
歯
歯
、
保
款
ノ
眠
樹
、
法
理
ノ
陳
套
其
他
法
典
ト
シ
テ
関
賄
ノ
多
キ
ハ
延
期
論
者
非
延
期
論
者
ノ

倶
品
認
ム
ル
所
=
シ
テ
今
更
喋
々
ス
ル
ヲ
須
ヒ
ザ
ル
モ
、
新
法
典
ヲ
一
世
合
問
題
ト
シ
テ
精
査
致
裏
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
管
テ
有
司
ノ
間
之
ア

リ
シ
ヲ
開
カ
ザ
ル
ナ
リ
。
以
一
ア
葉
一
一
有
司
、
タ
法
典
ヲ
鴛
ス
}
一
念
ナ
リ
シ
ガ
矯
メ
枇
交
ノ
大
革
命
日
一
察
ス
ル
所
ナ
グ
偶
然
此
-
一
及
ペ
ル
ヲ

日
本
民
法
典
論
争
の
世
舎
・
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て

久
五



日

本

民

法

典

論

争

の

八

六

観
ル
ベ
シ
、
果
シ
テ
然
リ
ト
セ
パ
其
無
謀
モ
此
ニ
至
リ
テ
極
マ
ル
ト
謂
フ
ベ
シ
。
抑
新
法
典
ノ
材
料
ヲ
成
ね
欧
洲
民
法
ノ
僚
項
ク
ル

ャ
、
十
八
世
紀
末
倒
閣
革
命
ノ
鈴
響
ヲ
受
ケ
徹
頭
徹
尾
個
人
主
義
ト
民
主
主
義
ト
}
一
範
ヲ
取
リ
園
家
思
潮
一
一
関
ク
所
ブ
ル
ハ
夙
ニ
皐
者

ノ
認
ム
ル
所
}
一
シ
一
ア
其
之
ヲ
共
和
政
治
}
一
プ
ラ
ザ
ル
社
舎
一
二
週
用
ス
ル
ノ
得
策
一
一
プ
ラ
ザ
ル
ハ
更
}
一
疑
ヲ
容
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
況
ヤ
我
立

今
上
嘉
z

憲
法
ヲ
欽
定
セ
ラ
レ
立
憲
政
治
ノ
基
礎
此
ニ
始
テ
キ
定
ス
ト
雄
モ
金
三

-
経
済
的
基
礎
に
ワ
い
て

園
ノ
主
基
ハ
一
寓
世
一
一
糸
ノ

皇
上
ヲ
奉
ジ
呑
ク
モ

キ
主
百
年
来
名
数
ヲ
維
持
シ
今
日
ノ
一
世
舎
ヲ
致
セ
ル
モ
ノ
堂
一
一
其
開
}
一
特
麗
ノ
誠
養
護
運
ヲ
成
セ
ル
国
情
習
俗
ノ
醇
乎
タ
ル
モ
ノ
之
ナ

キ
ヲ
得
シ
ヤ
J

被
ノ
君
臣
ノ
義
、
父
子
ノ
親
、
夫
婦
ノ
序
、
朋
友
ノ
誼
ノ
如
キ
我
閤
聞
有
ノ
美
賀
ナ
リ
。
設
ハ
其
名
義
一
一
至
リ
テ
ハ
之

ヲ
支
那
}
一
取
リ
グ
リ
ト
ス
ル
号
、
滑
襲
臼
久
シ
ク
園
風
ノ
陶
シ
一
ア
笠
ヲ
治
セ
ル
史
績
ヲ
薫
シ
テ
之
ヲ
染
セ
ル
自
ラ
純
然
グ
ル
脅
mw
ノ
標

準
ト
ナ
リ
国
家
思
想
ノ
素
因
ト
ナ
ル
モ
ノ
決
シ
一
ナ
社
舎
ノ
一
日
目
一
一
ア
作
レ
ル
エ
非
ズ
、
間
飛
ス
ル
}
一
歳
月
ヲ
以
一
ア
シ
、
養
フ
一
一
饗
故
ヲ
以

テ
シ
、
宵
積
ノ
沿
革
千
歳
ノ
一
一
史
蹟
積
ミ
テ
之
ヲ
成
ス
ノ
ミ
。
今
ヤ
個
人
主
義
民
主
主
義
ヲ
以
テ
成
レ
ル
法
典
ヲ
取
リ
テ
此
一
世
ム
恒
三
一
適
用

セ
シ
ト
ス
、
之
ヲ
社
交
上
ノ
大
革
命
ト
謂
ハ
ズ
シ
一
ア
何
ゾ
ヤ
是
γ
的
ホ
可
ナ
リ
、
其
枇
舎
ノ
網
常
憤
習
ヲ
稽
査
資
喪
ス
ル
ヲ
須
ヒ
ス
、

叉
範
ヲ
園
家
主
義
一
ご
収
レ
ル
欽
定
憲
法
}
一
戦
鯛
ス
ル
ヲ
顧
、
、
、
ズ
シ
テ
偶
然
此
大
革
命
ヲ
惹
起
ス
ル
}
一
五
リ
ニ
ア
ハ
何
ノ
愚
カ
之
己
芳
カ

シ
。
業
等
間
ヨ
リ
法
典
編
纂
ヲ
非
ト
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
今
日
ノ
人
智
ヲ
以
一
ア
魚
シ
得
ル
限
ノ
完
全
ナ
ル
法
典
ハ
寧
ロ
其
資
施
ヲ
望
ム
ペ

シ
。
然
レ
ド
モ
社
交
問
題
ヲ
一
看
過
シ
、
法
理
問
題
ノ
ミ
}
一
拘
泥
シ
然
カ
モ
禁
法
理
ノ
欧
洲
法
律
ノ
ミ
一
一
偶
侍
シ
グ
ル
法
典
ハ
寧
ロ
我
園

鶴
及
社
合
ヲ
破
壊
ス
ル
ノ
性
分
ヲ
合
ム
モ
ノ
ト
シ
テ
其
播
種
ヲ
欲
セ
ザ
ル
ナ
n
y
o

之
ヲ
要
ス
ル
}
一
新
法
典
/
修
正
ハ
一
一
様
ノ
+
刀
法
一
一
捷
一
フ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
世
交
問
題
ト
シ
テ
ノ
修
正
ト
法
律
問
題
ト
シ
テ
ノ
修
豆
ト

且
時

是
ナ
リ
蓋
シ
得
衆
修
五
ヲ
論
イ
ハ
ル
品
位
注
パ
中
刀
法
ヲ
此
】
一
詮
ヲ
取
ル
ベ
シ
ト
ス
ル
者
ナ
シ
ト
雄
モ
笠
パ
寛
ニ
修
E
セ
ザ
ル
ペ
カ
一
フ
ズ
ト
ス
ル
ハ

殆
Y
F
宮
口
一
幹
之
ヲ
非
ト
ス
ル
者
ナ
キ
ガ
如
シ
、
市
シ
テ
政
府
ガ
商
法
延
期
ヲ
布
告
セ
シ
ヨ
リ
既
一
二
年
齢
ヲ
騎
へ
其
期
叉
数
月
ノ



ミ
ラ
レ
ザ
ル
ガ
知
キ
八
、
茶
等
ノ
講
一
一
其
悦
低
ヲ
疑
フ
所
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
此
二
波
ノ
論

者
ア
リ
日
ク
法
比
一
/
修
正
ハ
国
ヨ
リ
必
長
ナ
一
ブ
ズ
ト
セ
ズ
、
唯
編
纂
抽
出
一
一
完
ク
未
グ
山
首
一
指
十
九
見
ズ
シ
千
人
7

叉
之
ガ
修
豆
ヲ
企
ツ
ル
ハ
徒

-
一
紛
更
ヲ
雨
前
ス
ル
ノ
恐
ア
リ
。
其
修
正
ニ
シ
テ
成
ル
モ
掠
未
、
、
グ
完
美
不
易
ヲ
期
ス
ペ
カ
ラ
ズ
、
旦
ツ
先
ヅ
之
ア
賢
施
シ
テ
其
依
失
遺
漏

ヲ
見
則
チ
之
ガ
柑
修
ヲ
魚
鴻
}
一
若
カ
ズ
、
央
レ
款
項
ノ
末
節
積
層
ノ
規
定
説
〈
轍
ク
定
メ
テ
轍
グ
易
ユ
ペ
キ
モ
ノ
ス
知
キ
八
一
貫
施
ノ
経
時

後
}
一
迫
ル
モ
ヘ
ゾ
舟
ホ
修
正
ノ
事
業
一
モ

三
共
修
正
ヲ
誌
、
、
、
ル
必
ズ
シ
モ
事
一
一
妨
ア
ル
-
一
ア
一
ブ
ズ
ト
。
抑
祈
法
典
ノ
修

E
士
フ
レ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
特
二
川
ノ
知
キ
一
一
止
マ
ラ
ン

ャ
。
其
ナ
ル
号
ノ
}
一
至
リ
一
ア
ハ
業
結
果
責
}
一
人
事
綱
常
/
乱
、
園
風
習
俗
一
一
大
紛
更
ヲ
来
ス
ペ
キ
ア
り
魚
ニ
人
民
徳
義
ノ
情
操
一
一
著
大

ノ
、
革
嬰
ヲ
生
JUV

、

一
日
一
貫
施
シ
一
ア
具
不
可
ヲ
見
、
吏
)
一
建
更
ヲ
試
ミ
ル
モ
説
得
ノ
樫
利
復
奪
フ
ペ
カ
ラ
ズ
シ
テ
、

一
グ
ピ
破
壊
セ
ル
徳

議
ノ
情
操
復
補
フ
ベ
カ
一
ブ
ズ
。
有
形
無
形
供
二
人
創
痕
ヲ
出
現
シ
テ
、
永
ク
療
ス
ペ
カ
ラ
ザ
ル
者
是
レ
{
貫
ユ
某
等
ノ
↓
八
一
一
懐
ル
、
所
ナ
リ
、

乃
チ
之
ヲ
是
レ
顧
、
、
、
ズ
強
行
シ
テ
其
殻
ヲ
具
ズ
、
屡
続
吏
ヲ
果
、
不
シ
カ
是
レ
関
民
ヲ
以
一
ア
法
制
ヲ
試
験
ス
ル
ノ
具
ト
魚
ス
モ
ノ
ナ
リ
、

国
ヨ
リ
責
任
ヲ
知
リ
徳
義
ヲ
重
シ
ズ
ル
政
治
家
ノ
必
ズ
鴬
サ
ザ
ル
所
ナ
リ
。

業
等
故
}
一
以
鴛
一
フ
ク
、
法
典
ノ
修
正
ハ
今
日
ノ
念
薄
ナ
日
ノ
、
今
ヨ
リ
三
王
年
間
其
賢
施
ノ
期
ヲ
延
ベ
臨
時
官
局
ヲ
設
置
シ
一
ア
軒
一
一
委

員
ヲ
任
命
シ
間
接
祇
}
一
偏
セ
ズ
情
貫
一
一
拘
セ
ズ
、
十
与
一
友
達
観
一
}
一
シ
テ
経
験
準
識
一
一
富
メ
ル
人
ヲ
撰
ビ
一
ア
之
-
一
充
テ
、
審
議
滑
査
遺
憾
ナ
キ

ヲ
期
ス
ベ
キ
ノ
案
ヲ
立
一
ア
、
議
合
ノ
協
賛
ヲ
謹
一
ア
直
ニ
之
ヲ
行
フ
是
レ
政
府
ノ
義
務
ナ
リ
ト
。
意
ブ
=
園
家
百
世
ノ
犬
事
尋
常
政
略
-
一

閣
ス
ル
者
ト
一
例
一
一
一
四
ル
ベ
キ
】
一
ブ
ヲ
ズ
。
運
延
シ
テ
責
ヲ
膿
シ
フ
ザ
パ
罪
将
グ
議
]
一
カ
嘩
セ
シ
。

か
か
る
概
括
的
論
旨
の
下
に
、
具
帥
閥
的
な
訟
典
賢
持
延
期
の
論
動
を
七
項
目
に
分
け
列
島
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

税
法
地
〈
ハ
倫
常
ア
壊
乱
ス

相
川
訟
典
ハ
憲
法
上
ノ
命
令
嬢
ヲ
減
縮
ス

日
本
民
法
数
論
争
の
世
帯
胃
・
経
済
的
建
礎
に
づ
い
て

八
七



日
本
民
法
典
論
争
の
社
ム
ザ
?
経
済
的
基
礎
に
フ
い

入
/¥ 

新
法
典
ハ
議
算
ノ
原
理
一
一
詮
フ

新
法
典
ハ
国
家
一
息
怒
ヲ
軟
ク

新
法
典
八
社
会
ノ
魁
情
ヲ
撹
乱
ス

新
法
典
ハ
税
法
ノ
根
源
ヲ
費
動
ス

新
法
典
ハ
威
力
ヲ
以
一
ア
間
学
理
ヲ
強
行
ス

さ
で
、
と
れ
ら
の
ギ
封
建
的
官
僚
主
義
に
立
つ
イ
ギ
ワ
ス
持
病
患
沢
佐
支
柱
と
し
、
筏
に
は
と
れ
と
筒
盟
し
も
ん
沼
町
封
、
一
ぃ
一
義
的
官
僚
主
導
一
に

治
法
律
皐
校
関
係
者
九
任
中
心
と
し
て
法
治
協
舎
を
、

立の
J

、
ド
イ
ツ
訟
皐
訳
の
法
典
延
期
論
の
主
張
に
封
抗
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
の

一
入
九
一
年
(
明
治
ニ
四
年
)
一
一
山
月
に
結
成
し
、
き
た
、
和
悌
法
律
簡
単
校
の
ブ
ラ
シ
ス

立
の
J

て
い
る
フ
一
マ
シ
ス
法
事
訳
は
‘
明

法
問
挙
者
は
、
そ
の
校
友
と
士
ハ
に
、
法
律
-
経
済
研
究
の
目
的
で
明
法
舎
な
同
年
三
月
に
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
機
関
誌
と
し
て
、
法
治
協
舎

雑
誌
、
明
法
誌
本
山
中
町
夜
行
す
る
と
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
政
誌
叢
、
法
律
雑
誌
と
共
に
、
法
典
断
行
請
の
一
詩
論
文
を
護
行
し

前
識
を
は
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
誌
に
裕
一
表
せ
ら
れ
が
一
諾
論
文
に
は
共
の
如
雪
も
の
が
あ
る
。

一
、
法
理
精
華
を
讃
む

礎
部
四
郎
(
法
政
誌
業
一

0
3
強
一
一
円
一
四
時
仙

明
治
二
三
年
一
周
三
一
寸
法
典
講
纂
の
可
否

井
上
操
(
法
政

誌
叢
一

O
一一一務

法
砕、 目月
草地、 治
叢二
言己 三
事竺

窃芝
、治、

年
式法

瓦喜
布
に
てっ
し、

て

岸
本
辰
雄
(
法
政
誌
議
一

O
大
競

明
治
二
三
年
五
回
乃
)
、

問
、
法
理
精
華

や
一
弔
ふ
文

主
、
法
典
の
費
施
花
開
寸
る
明
法
舎
の
意
見

広
入
太
輔
、
(
法
品
川
協
ム
官
官
禁
誌
一
務
、
二
一
獄
、
川
町
内

明
法
誌
叢
一
世
設
(
明
設
誌
業
四
一
統

明

治
一
一
四
年
一

O
月
)
、
六
、
新
法
典
の
十
ふ
ヘ
一
原
則

明
治
二
周
年
一
一
一
時
)
、

七
、
法
典
の
修
一
止

管
施
前
後
論

和
田
守
菊
次
郎

(
法
治
協
令
雑
誌
一
問
調

明
治
一
一
同
一
年
一
一
一
同
ノ
も

八
、
新
法
制
定
以
滑
革
を
遮
ぶ

被
郡
阿
郎
(
法
治
協
舎
雑
誌



二一蹴

明
治
二
四
年
間
且
)
、

丸
、
わ
が
帝
閣
に
長
け
志
社
仏
典
の
利
害
如
何

犬
井
憲
太
郎
(
法
油
川
村
附
曾
雑
誌
二
一
探

明
治
二
四
年
四
万
三

。
、
法
典
断
行
む
意
見

楠
木
王
陛
(
法
治
協
曾
穀
誌
一
一
一
誠

明
治
二
四
年
九
E
)
、

一
一
、
法
典
主
保
約
改
正

信
問
紘
四
郎
(
訟
治
協
曾
穀

誌一一一続

明
治
一
一
四
年
九
月
)
、

ご
一
、
民
法
及
び
商
法
の
修
正
を
請
や
ノ

尾
立
維
孝
(
法
治
協
合
間
雑
誌
四
挽

明
治
二
四
年
一

O
泊
三

一一一一、

穂
積
博
士
民
訟
を
誤
解
す

和
田
守
菊
女
郎
(
法
治
相
助
人
間
同
雑
誌
同
政

明
治
二
四
年
一

O
問、)、

一
問
、
法
典
維
持
輸
は
英
法
一
持
者
よ
り
起
る

宮
城
治
政
(
法
治
協
令
部
開
誌
五
続

明
治
二
四
年
一
一
刃
)
、

一
王
、
英
法
閥
単
者
日
本
闘
を
改
遺
せ
ん
と
す

和
問
守
菊
弐
郎
(
法
治
協
合
同
雑
誌

五
撚

明
治
二
四
年
一
一
足
)
、

二
ハ
、
土
方
法
器
博
士
の
法
品
央
官
施
の
出
品
昆
を
韻
む

信
問
雄
四
郎
(
法
治
協
舎
郁
賠
訴
五
務
、
ム
ハ
務

明
治

四
年
一
一
息
)
、

一
七
、
法
也
八
費
施
の
必
要

磯
部
四
郎
〈
法
治
協
血
管
雑
誌
一

O
競

明
治
一
一
五
年
四
守
)
、

一
八
、
法
比
ハ
賓
施
断
行
の
意
見

τ

井
上
正
一
外
七
名
(
法
治
協
品
目
雑
誌
一
一
挽

明
治
二
五
年
五
回
口
)
、

一
九
、
法
典
の
賢
一
括
延
期
に
闘
す
お
明
法
舎
の
意
見

権
謙
弐
郎
外
六

一
名
(
法
治
協
舎
雑
誌
一
一
一
抗

務

明
治
三
五
年
五
尽
)
、
一
二
、
保
約
改
正
左
法
典
賢
施

本
間
一
郎
(
法
治
協
舎
雑
誌

事晃

一
担
問
問
撤
回
郎
(
法
治
協
舎
雑
誌
一
一

明
治
一
二
九
年
五
回
舟
)
、
一
一
一
一
、
法
典
賢
施
獣

明
治
二
五
年
五
尽
)
、

三

O
、
性
典
資
格
延
期
の
善
後
策
果
し
て
如
何

行
意
見

和
備
法
律
皐
校
校
友
舎
(
法
維
雑
誌
八
八
四
貌

明
治
二
五
年
五
月
)
、
=
=
一
、
法
典
一
哲
一
施
の
意
見

士
山
ぷ
寧
(
閣
官
仇
且
早
A

明
日
雑
誌
五
会

五
六
獄
、
五
四
務
)
、
一
一
四
、
法
典
童
施
意
見

格
謙
女
郎
(
明
抗
u

い
誌
護
一
一
一
政

明
治
二
五
年
五
一
社
)
。

と
れ
ら
の
諸
論
文
の
う
ち
、
法
閥
申
相
川
報
誌
上
に
費
友
せ
ら
れ
た
「
法
典
賓
鵡
意
見
」
に
現
わ
れ
が
い
、
イ
ギ
リ
ス
法
事
振
の
法
典
延
期
祇

の
法
盟
的
根
擦
に
卦
比
さ
れ
る
、
フ
一
ブ
シ
ス
法
皐
派
の
法
典
断
行
波
の
、
法
的
央
責
措
麟
行
の
意
見
の
法
理
的
根
按
を
明
白
に
し
て
い
る
の

は
、
前
記
フ
一
ア
シ
ス
訟
事
恨
の
明
治
法
律
事
的
嗣
係
者
主
中
心
と
し
ザ
し
結
成
し
た
、
法
治
協
舎
の
機
関
誌
法
治
協
合
雑
誌
競
外
上
の
「
法

典
賛
施
断
行
ノ
意
見
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
弐
に
、
そ
の
概
要
を
拐
げ
て
置
き
た
い
。

訟
典
賓
施
断
行
ノ
意
見

日
本
民
法
典
論
争
の
社
命
日
・
経
済
持
基
礎
に
つ
い
て

八
九



日
本
民
法
典
論
争
の
位
曾
・
総
済
的
山
内
礎
に
つ
い
V

て

Ju 
0 

上
一
一
聖
君
賢
相
ア
リ
下
=
六
苔
ノ
議
員
ア
リ
以
一
ア
閤
事
ヲ
調
理
セ
ラ
ル
諜
輩
卒
芥
布
衣
/
身
ハ
唯
英
政
令
}
一
服
従
セ
ハ
則
チ
可
ナ
リ

況
ン
ヤ
法
典
ノ
如
キ
業
己
ニ
明
年
一
月
ヨ
リ
責
弛
セ
一
プ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ノ
脱
走
シ
居
ル
モ
ノ
ニ
向
一
ア
喋
K

ス
ル
品
於
一
ア
ヲ
ヤ
然
ル
一
一
今
政

一
ア
自
ヲ
姑
一
ブ
ス
法
典
賢
施
ノ
必
要
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ハ
宣
夫
レ
耕
ヲ
好
ム
カ
魚
メ
ナ
一
ア
シ
ヤ
蓋
シ
斯
ノ
圏
家
ノ
鴛
メ
己
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ

存
ス
ル
Z

九
日
以
ル
ノ
ミ

史
籍
=
遡
ホ
リ
一
ア
之
ヲ
考
フ
ル
エ
上
古
ハ
姑
一
フ
ク
措
キ
中
古
}
一
至
η
ノ
支
那
ノ
文
物
頻
リ
早
轍
入

γ
旦
探
用
セ
ラ
レ
今
日
我
文
皐
政
令

ナ
ル
モ
ノ
、
大
牟
ハ
主
ト
シ
テ
彼
園
ヨ
リ
俸
播
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
モ
油
引
一
回
}
一
ア
一
フ
サ
ル
ナ
ワ
大
日
本
帝
圏
園
ヲ
立
ツ
ル
東
方
ノ
絶
島

}
一
於
一
ア
ス
而
シ
テ
二
千
五
百
有
飴
年
間
未
グ
曾
テ
他
国
ヨ
リ
此
濁
立
ヲ
寄
セ
一
フ
レ
謹
商
ヲ
汚
サ
レ
グ
ル
コ
ト
、
ア
一
ブ
ス

!
i略
i
i

と
な
し
法
典
貰
施
獣
行
意
見
む
法
程
的
見
地
に
の
J
h
て
の
締
論
的
説
明
を
掲
げ
た
後
、
'
更
に
、
田
内
韓
的
に
、
共
の
九
項
目
に
分
け
、
そ

の
法
理
的
基
礎
を
明
白
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

aたb

法
山
県
/
賓
施
ヲ
延
期
ス
ル
ハ
国
家
ノ
秩
序
ヲ
棄
乱
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ノ

-
f 

佳
品
比
〈
ノ
責
措
ヲ
延
期
ス
ル
ハ
倫
理
ノ
壊
頭
ヲ
来
ス
モ
ノ
ナ
リ
ノ

法
典
ノ
置
施
ヲ
延
期
ス
ル
ハ
岡
家
ノ
主
擢
ヲ
害
シ
潤
立
ノ
賓
ヲ
失
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ

法
政
パ
ノ
費
施
ヲ
延
期
ス
ル
ハ
憲
法
ノ
賓
施
ヲ
害
v

ス
ル
モ
ノ
ナ
ワ

法
央
ノ
賞
時
ヲ
延
期
ス
ル
ハ
立
法
憲
ヲ
拠
棄
シ
之
ヲ
裁
叫
古
品
委
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

法
典
ノ
賓
格
ヲ
延
期
ス
ル
ハ
存
人
ノ
擢
利
ヲ
シ
テ
奈
ク
保
護
叶
プ
受
ク
ル
詑
ハ
サ
一
ブ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ

法
典
ノ
賞
施
ヲ
桂
一
期
ス
ル
ヘ
争
訟
紛
乱
ヲ
シ
一
ア
議
起
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ

法
典
ノ
費
施
ヲ
延
期
ス
ル
ハ
各
人
ヲ
シ
テ
安
心
立
命
ノ
途
ヲ
土
ヘ
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ



法
典
ノ
費
施
ヲ
理
組
ス
ル
ハ
圏
家
ノ
経
抗
ヲ
捜
乱
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、

日
本
民
法
典
論
争
が
、
法
昼
、
士
舎
か
ら
民
法
典
賓
施
延
期
意
見
が
稜
表
せ
ら
れ
、

論
争
の
端
初
を
な
し
て
以

来
、
民
法
典
論
争
が
花
々
し
く
展
開
さ
れ
た
こ
左
、
更
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拳
沃
の
主
張
の
基
礎
と
た
の
J

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
理
解

を
な
し
得
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

さ
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
丈
、
明
治
結
針
主
義
の
確
立
が
官
僚
・
ム
ヘ
地
主
・
政
商
と
の
結
び
づ
き
と
に
よ
れ
J

て
陀
泣
す
る
と
と
左
な

イ
ギ
り
ス
法
事
波
・
ド
イ
ツ
法
皐
波
の
半
封
建
的
自
由
主
義
乃
至
絶
針
主
義
的
官
僚
主
義
の
同
盟
軍
O
勝
利
が

と
れ
ら
の
論
争
ば
、

一
八
九

O
年
(
明
治
ニ
=
一
年
)
臼
木
民
法
典
が
公
布
せ
ら
れ
る
や
、
白
熱
的
蟻
川
…

、%

つ
が
一
時
期
に
お
h
て
は
、

約
束
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
営
然
校
三
と
で
あ
る
つ
そ
し
て
一
八
九
二
年
(
明
治
ニ
五
年
)
第
一
二
同
帝
園
議
舎
で
は
こ
の
と
と
は
具
控
的
に

賢
誰
せ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
典
賓
施
延
期
論
社
勝
利
し
、
一
八
九
一
一
年
(
明
治
二
五
年
)
一
一
月
法
仕
事
八
競
で
、

一
八
九
一
一
一
年

(
明
治
二
六
年
)

一
月
一
日
か
ら
施
行
せ
ら
れ
る
と
と
と
な
っ
て
い
た
民
法
の
全
部
に
つ
い
で
、
商
法
・
法
例
そ
の
池
の
附
語
法
規
と
共
に

修
一
ム
を
行
う
た
め
、
一
八
九
六
年
(
明
治
二
九
年
)
二
一
月
一
一
一
一
日
迄
の
一
滴
四
年
制
、
そ
の
略
行
が
延
期
せ
ら
れ
も
ん
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

勝
利
し
た
法
典
賢
施
延
期
論
者
の
手
に
よ
っ
て
、
親
た
に
民
法
典
の
編
纂
事
業
部
初
ま
る
と
と
と
友
づ
た
の
で
あ
る
つ
と
れ
が
日
本
民
法

日
興
論
争
の
回
世
史
的
事
費
で
あ
る
。

じ
か
し
た
が
ら
、
と
れ
ら
の
限
一
見
的
事
賓
の
、
十
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
現
象
形
態
に
沿
い
て
把
え
ら
れ
る
、
四
人
不
足
法
血
(
論
争
の
基
礎

と
た
ワ
て
い
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
分
析
の
上
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手
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得
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合
・
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情
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察
を
、
稿
を
新
た
に
し
て
注
し
た
い
と
思

う

日
本
民
法
典
論
命
日
の
社
曾
・
経
済
的
認
礎
に
つ
い
て
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